
PLUDE HYPER WASH

［おすすめ超高速処理法］
Ａ）用意するもの　　①ビーカー　②フタつき容器（ビーカーが入るもの） ③80℃の熱湯
Ｂ）手順　　　　　 1. 『ハイパーウォッシュ』をビーカーに注ぎキャスト後の鋳造体をビーカー内へ
 2．用意したフタつき容器にビーカーごといれる。
 3．これに80℃以上の熱湯をあふれない程度に静かに注ぎフタをする。
 4．ほぼ3分間過ぎた頃にはクリーニングが完了します。

プルード・ハイパーウォッシュ
取扱い説明書

1 2 3 4

販売元

このたびは当社製品をお買い上げ下さいまして誠に有難うございます。
ご使用に際しましてはこの取扱説明書を必ずお読みになりまして正しくお使いください。
ご不明な点、詳細につきましては当社までお問合わせください。

ご使用について
　金合金、金パラ合金用酸化膜即時除去剤『プルード・ハイパーウォッシュ』は従来品と異なり鋳造後の酸化膜除去がわずかな時間で
処理が可能で、さらに塩酸などの強酸類を使用しておりませんので、身体にも環境にもやさしく害のない安全で安心してお使い頂け、
さらに経済性にも優れた金合金、金パラ合金クリーナーです。

処理方法は
1）超音波洗浄器法　2）カセロール加熱法　3）浸漬法　4）ヒーターポット定温加熱法　5）その他の従来より行なわれている処理方法

取扱い方法
　『プルード・ハイパーウォッシュ』は1袋に150ｇ入りで1000mL 分の粉末です。
 　まず、溶液「ハイパーウォッシュ液」を作ります。
① 保存容器に一袋（150ｇ）の粉末をすべて入れます。［保存容器は指定のものを使用］
② 50℃以上の温水を保存容器の肩まで注ぎ粉末の溶解をまちます。
   （溶解を速めるには容器を振ってかくはんすることで早く溶けます。このとき容器のフタは液が室温に戻るまではずしておいてください。
　 粉末が一部未溶解でもすぐ使えます。） 
　 ※初めて『ハイパーウォッシュ』をご使用のときは必ず専用容器付きの製品をお求め下さい。
③ 液の保管方法はとくにありませんがフタはきちんとしめて液がごぼれたり、容器が倒れたりしない様にして下さい。

容液ができたら
◎ 通法に従って使用してください。（前項処理方法を参考）
◎ 金合金、金パラ合金を一つの液で一緒に同時処理が可能です。変色などのトラブルなし。
◎ 従来品に比べ30％程度は早い処理ができます。
◎ 液は繰返し使用が可能ですが濃いブルーに変色した頃が交換の目安です。
◎ 廃液は水洗トイレに流すか、シンクに流水下で廃棄して下さい。
◎ 水の蒸発で再結晶化することがありますが温水で溶かせば元に戻ります。（水の入れ過ぎに注意が必要です。）

使用上の注意
① 環境や身体に害や汚染の心配がありませんが液は酸性です。水滴を放置すると金属などが変色を起こしたりすることがあります。
② 万一目にはいった時は充分に水洗いして眼科医の診察を受けてください。
③ 手指や衣類に付着したときは早めに水洗いをしてください。
④ 鋳造体のビーカーへの出入れには金属製のピンセットの使用は控えてください。
⑤ ロー着など鋳造後の加熱による酸化膜は完全には除去できない場合があります。
⑥ 再溶解した金属や金低含有パラ合金を使用したケースでは清掃に時間が余計に掛る場合があります。
⑦ 粉末を溶解するときなどの場合お湯の取り扱いには充分にご注意ください。

　


